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２．語学的考察
　古典ギリシア語において、愛を表す主要なギリシア語に、エロース（evrw/j 愛）とアガペー（  愛）
とフィリア（  友愛）がある。エロース（evrw/j 愛）は主として男女間の愛のことを言う（ソフォク
レス『アンティゴネー』90； ヘロドトス『歴史』9.108他）2。しかし、プラトンら哲学者は時として自己
犠牲を伴った愛や（プラトン『饗宴』179b）、善美なるものへの愛を表す言葉としても用いている（プ
ラトン『リュシス』221e； 『饗宴』181cd； 201ab）3。古典文献においては、フィリア（  友愛）が社
会生活における人間相互の愛を表す基本的語彙として好んで使用されており（ヘロドトス『歴史』7.130；
プラトン『パイドロス』237c； アリストテレス『政治学』1242b； 1262b； クセノフォン『ソクラテスの
想い出』2.6.29； イソクラテス『弁論集』1.33； 6.11他多数）、アガペー（  愛）はあまり使用されな
い4。ところが、新約聖書ではアガペーが117回使用されているのに対して（マタ24：12； ルカ11：42； ヨ
ハ5：42； 13：35； 15：9, 10, 13； 17：26； ロマ5：5, 8； 8：35, 39； Ⅰコリ13：1, 2, 3, 4, 8, 13他多数）、フィリア
は１回しか使用されていない（ヤコ4：4）5。また、エロース（evrw/j 愛）は全く使用されていない。動詞
形について言えば、新約聖書において、動詞フィレオー（ ）が25回（マタ6：5； 10：37； 23：6； 26：
48； マコ14：44； ルカ20：46； 22：47； ヨハ11：3, 36； 12：25； 15：19； 16：27； 20：2； 21：15, 16, 17； Ⅰコリ16：
22； テト3：15； 黙3：19； 22：15）使用され、動詞エラオー（  愛する）は全く使用されていないのに
対して、動詞アガパオー（ ）は144回（マタ5：43, 44, 46； 6：24； 19：19； マコ10：21； 12：30, 31； ル
カ6：27, 32, 35； 7：5, 42； ヨハ3：16, 19, 25； 13：1, 23, 34； 15：9, 12, 17； ロマ8：28, 37； 9：13, 25； 13：8, 9他
多数）使用されている。
　特に、真正パウロ書簡について言えば、名詞アガペー（ ）は47回使用されているが（ロマ5：5, 8； 
8：35, 39； 12：9； 13：10［２回］； 14：15； 15：30； Ⅰコリ4：21； 8：1； 13：1, 2, 3, 4［３回］, 8, 13； 14：1； 16：
14, 24； Ⅱコリ2：4, 8； 5：14； 6：6； 8：7, 8, 24； 13：11, 13； ガラ5：6, 13, 22； フィリ1：9, 16； 2：1, 2； Ⅰテサ
1：3； 3：6, 12； 5：8, 13； フィレ1：5, 7, 9）、名詞エロース（evrw/j 愛）や名詞フィリア（ ）は一度も使
用されていない。動詞形の使用については、アガパオー（ ）が18回（ロマ8：28, 37；9：13, 25；




男女間の愛を表す名詞エロース（e vrw /j 愛）や動詞エラオー（  愛する）、友愛を表す名詞フィリア（ ）
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10； Ⅰテサ4：9； ヘブ13：1； Ⅰペト1：22； Ⅱペト1：7［２回］）、真正パウロ書簡に限れば２回用いられて
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を死人の中から復活させた神（ロマ4：24； 8：14； 10：9； ガラ1：4）、生ける真の神であり（Ⅰテサ1：9）、
神を知る者は神を愛し（Ⅰコリ8：3）、神に「アッバ、父よ」と語り掛け（ロマ8：15； ガラ4：6）、神に栄
光を帰し（ロマ15：6, 9； Ⅰコリ6：20； ガラ1：24）、神に感謝する（ロマ1：8； 7：25； Ⅰコリ1：4, 14； 14：



















題を構成するのみならず、パウロ神学の核心を構成している（ロマ1：17； 3：5, 21, 22, 25, 26； 10：3； Ⅱ
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義（マタ5：6； 6：33； ロマ9：30； 10：4； フィリ3：9）、あるいは、御心に適った義なる行い（マタ3：15； 5：
10, 20； 6：1； 使10：35； ヘブ1：9； ヤコ3：18； Ⅰヨハ3：10； 黙22：11）を意味する13。パウロの使用例にお
ける義（ ）は倫理的意味よりも法廷的意味が強く、神が人を義とし、神との正しい関係に置
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る根拠として言及されている（ロマ5：5, 8； 8：35, 39； Ⅱコリ13：13； ガラ2：20を参照）。旧約聖書におい
て神の愛の主題を集中的に採り上げるのは申命記である。この文書は、主（ヤハウェ）が族長達を愛し、
諸国民の中からイスラエルを選んで契約を結び、神の民としたという行為の中に神の愛の表れを見る（申
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きる基本姿勢を示す三つの徳の一つとして挙げられている（Ⅰコリ13：13； Ⅰテサ1：3； 5：8； エフェ1：
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勧める（ガド遺4：3； 6：1, 3, 9）44。隣人愛を同胞愛と解釈し、強く推奨するする傾向は、ヨベル書にも確
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にとって試練となるべきことが、彼らの「幸い」となった（15節）。「どこにあなた方の幸いはあるのか」
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が相互に兄弟姉妹と呼び合う慣行は、非常に早い時期から確立しており、信徒達に「兄弟達よ」と呼び
掛ける言葉遣いも（ロマ1：13； 10：1； 11：25； 12：1； ガラ1：11； 3：15； 5：13； フィリ1：12, 14； 2：25； 4：1, 
8， 21他多数）、パウロ固有のものではない。パウロの貢献は、むしろ兄弟と呼ばれる信徒間に存在する
相互の愛を「兄弟愛」として言語化し（ロマ12：10； Ⅰテサ4：9）、信徒に対する倫理的勧告の一つの伝
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